
 

Fig. 1 AC Magnetic-Field sensing by 

EDMR method under zero bias 

voltage.  
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ダイヤモンド中の NV 中心は，室温下でも長いコヒーレ

ンス時間を有するため量子センサや量子情報処理デバイ

スへの応用が期待されている[1]．これらの量子デバイスの

集積化や高度化等に向けて，電気的なスピン状態の検出

（EDMR）法が注目されている[2-5]．最近我々は EDMR の

技術開発を行っており，室温での核スピンコヒーレンスの

観測に固体で初めて成功していたが[5]，今回 NV 中心で初

めて EDMR による AC 磁場測定に成功した(Fig. 1)． 

EDMR 測定では，電極間にバイアス電圧を印加する際，

電場が NV 中心のスピン状態に影響を与え[6,7]，磁場センサの感度に影響する．最近我々は，こ

のバイアス電圧の影響を除いたゼロバイアス電圧下における NV 中心の EDMR 信号の検出に成功

したことから[8]，更にゼロバイアス電圧下における EDMR 法を用いた AC 磁場センシングを行な

った．電子線照射とその後の熱処理により作られたアンサンブル NV 中心 (濃度: 1.4 × 1017 cm-3) 

を用い， EDMR 法による AC 磁場感度として ~ 2.4 μT/√Hz を得た．本講演では，ゼロバイアス

電圧下で EDMR 測定原理や，磁気センサ感度のバイアス電圧依存性について議論する． 
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